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『孝経刊誤考例』

本　　村　　呂　　文

一､解　説
『孝経』という書は､日本において古代から尊重されて

一

きた｡本格的に未明学の書物が流入した江戸時代には､『孝経』に関する数多くの注釈書が生まれている｡
とりわけ､江戸時代には朱薫が大胆にテキストを校訂し

た『孝経刊誤』が大きな影響を与えた｡江戸後期になると､その『孝経刊誤』に対して､考証学の立場から批判的検証がなされるようになる｡しかし､それまでは概して､朱薫の『孝経刊誤』は好意的に受け止められていた｡

本稿で紹介する『孝経刊誤考例』という喜ばへ　後述する

ように十七世紀半ばに執筆･刊行されへ　『孝経刊誤』が朱薫の著作ではないことを論ずることを目的としている｡『孝経刊誤』が好意的に読まれていた当該時期では､珍しい内容を持つ書である｡さらに､同書は『国書総目録』　(岩波書店)､｢日本古典籍総合目録データ-ベース｣(国文学研究資料館)　には記載されていないため､ほとんど忘れ去ら

れた存在となっている｡以下､同書について､簡単な解説を記しておきたい｡

写真1. 『孝経刊誤考例』

本稿で紹介する

『孝経刊誤考例』　は､
現在､無窮会専門図書館天淵文庫に所蔵されている｡形態は､タテ二七五ミリ×ヨコ一九五ミリ､全二七丁､和織の刊本である｡原文は毎半葉九行､毎行二〇字､割注部分は小字双行である(写真1)｡同書二丁表に｢昭和



三十四年一月寄贈　無窮会蔵　大酒先生｣と押印されている｡｢天淵先生｣とは､加藤天淵(諒･虎之亮'字･子棚､号･大淵､明治一二年～昭和三二年)｡天淵は､静岡高等師範学校､広島高等師範学校で学び､同附属中学校､陸軍幼年学校､青山師範学校で教鞭をとり､大正十一年に武蔵高等学校(現武蔵大学)設立時に漢文科教授となり､大東文化学院､二松学舎専門学校などでも教え､昭和二十三年には東洋大学学長に就任､周礼を中心とした研究を専門とする近代の漢学者である(芙淵文庫蔵書目録』､無窮会､昭和三九年)｡無窮会専門図書館天測文庫は､加藤天淵の死後､遺族より寄蔵された蔵書コレクションである｡

話をF孝経刊誤考例』　に戻そう｡本書の刊行年代は､

第一⊥ハ丁(本文の最終丁)　に　｢万治武年　林鐘上旬　池田屋刊行｣とあることから､万治二年(一六五九)六月とわかる｡

本書には､作者名は明記されていをい｡しかし'作者な

いし執筆に関わった人物の手かかりは残されている｡本文が終わった次の丁(第一.七十)　には､｢右孝繕刊誤考例一冊附与門人津田元養生　霊蘭堂｣と記され､｢向井氏｣　の印が押されている｡｢向井氏霊蘭先生碑銘序｣(貝原益軒著)に｢先生晩年更名元升字以順､自称｣観水子､其前堂号霊蘭､故門人尊レ之称一霊蘭先生一｣　(『自娯集』巻芝七)

をふまえると､｢霊蘭堂｣という記載､｢向井氏｣　の押印から推測される人物は､長崎÷京都で医を業とした向井元升
(一六〇九～〓ハ七七)　である｡

元升は当時｢儒医｣と呼ばれ､儒教と医学に精通した人
物であった｡長崎では中国からの輸入書籍を選別する住にあたっていた｡また孔子を祭る聖堂を建設し､儒教の普及につとめた｡彼の建設した聖堂は､寛文三年(一六六三)に焼失し､延宝四年(一六七六)　に再建され､現在はその一部である大学門が長崎の興福寺の中に残されている｡聖

堂の焼失前､万治元年(一六五八)　に元升は京都へ移住して､後水尾天皇を診療するという任も果たしている｡

元升の著作は､儒教､医学､天文学､本草掌など多岐に
及ぶ｡このうち､儒教関係の著書として注目されるのかF孝経』　の注釈書である｡その書は､寛文四年(一六六四)　に執筆されたF孝経辞伝i　である｡同書中には､以下のような記述がある｡

Iノタスー十

世有孝経刊誤一行｡諸儒皆請､朱子刊誤｡如-朱子

ヒノノズノソンリルカラ

行状及朱子大全等之書､倶誠一英日-｡岩下不可レノノト十-7ブルーフスハ†ヒ疑レ者㌔　然　以レ愚見レ之､不レ能レ無レ疑｡(返り点は原資料のまま｡以下同じ)

元升が『孝経辞伝』を執筆した当時､世の中では朱薫の『孝
経刊誤』が流行し､みなその書が朱薫の書として信じて疑

一ヽ　IL⊥ノーノ



わない｡しかし､元升は朱薫の　『孝経刊誤』が朱薫の書であるということに疑問を抱いているのである｡そして､以下のように述べている｡

ンブハぺトムヲシナ

万治巳亥春､弁下孝経刊誤非中　朱子刊定之喜_､号フスセ日孝経刊誤考例｣ ｡今不レ附罵｡

この記述によれば､元升は　｢万治巳亥｣　に朱薫の　『孝経
刊誤』が朱薫の書ではないことを弁じた『孝経刊誤考例』という書を作成していた｡｢万治巳亥｣は､万治二年である｡無窮会専門図書館天淵文庫に所蔵されている『孝経刊誤考例』は､万治二年六月に刊行されておりへ　ここに引用した元升の記述と矛盾しない｡

次に文体の面からも検討してみよう｡『孝経刊誤考例』

の構成は､基本的に『孝経』本文↓朱薫『孝経刊誤』　の記逮-考例(自説を述べた箇所)となっている｡この｢考例｣の部分は､冒頭に｢右孝経刊誤之説如此｣(右､孝経刊誤の説､此くの如し)　と記され､それに続けて『孝経刊誤』　に対する批判が加えられていく｡この叙述スタイルは､『孝経刊誤考例』　の執筆と同じ方治二年に作成された『乾坤弁説』にもみられる｡『乾坤弁説』は､転びバテレンの沢野忠庵
(一五八〇頃～一六五〇)が訳出したと伝えられる西洋天

文学の学説を記した書である｡この書には､元升の批判が
｢弁説｣　として付されている｡同書は､西洋天文学の学説

七〇

-元升の　｢弁説｣　という構成になっており､｢弁説｣　の書き出しは､｢右南蛮学士の説如レ此｣｢右南蛮学家の説如レ是｣
(『文明源流叢書』　二)等となっている｡

では､『孝経』　の捉え方については､どうであろうか｡『孝

キノニレ

経詳伝』では､｢若二第一章第七章第九章- ､荷是天人一脈､

ノナリスカ一ノラ/ハアルヒ

至当之極説｡不レ可以不.,レ講也｣と､『孝経』第一章･第七章･第九章を重視していた｡とくに第七章と第九章は､
｢此章(第九章のこと-本村注)与第七章､乃孝経之真

骨｣とまで述べている｡この第七章と第九章について､元升は天地開聞から現在の自己にまで連綿と受け継がれてきた　｢本性｣を自国の生活様式に従って保持し､それによって自己の　｢本性｣が死後も子孫に伝わり永続すると捉え､人間の生と死の根幹を述べた箇所と解釈している　(拙稿
｢向井元升と『孝経』-連続する｢本性｣-｣､『文芸研究』一四九､二〇〇〇年)｡このうち､第九章に関しては､『孝

ノ

経刊誤考例』においても､｢此章之義､蓋孝経全篇之要也｣
(本稿八一頁)　と述べており､『孝経辞伝』と同様に重視し

ていたことがわかる｡
『孝経刊誤考例』は『孝経刊誤』が朱薫の著作でないこ

とを論じることが目的のため､『孝経』本文の解釈が明確になっているわけではない｡それゆえ､『孝経辞伝』　の解釈との共通性を抽出することは困難であるが､以上のよう



な｢孝経』本文の重視する箇所という点に類似性を兄いだすことができる｡『孝経刊誤考例』は､干孝経刊誤』を批判的に検証し､『孝経』注釈を適して語られた元升の死生観の形成過程を検討する上で注目すべき資料である｡さらに､十七世紀半ばにおける朱薫の『孝経刊誤匡受容の一端を示す一資料としても､その意義は認められよう｡
二､資料紹介　　　　/

【凡例】一､旧字体は原則として通行の字体に改めた｡一､返り点･送りがなは､明らかな誤りと思われる箇所も､

テキストに付されている通りに翻刻した｡ただし､再読文字の再読部分の送りがなについては､組版の都合上省略した｡なお､送りがなには合字も使用されているが､それらはすべて通行の表記にした｡

一､原資料に句読点は付されていないが､読みやすさを考

慮し､適宜句読点を付した｡

一､破損などにより判読不能の箇所は､臆で記した｡一､原資料中､一文字空いている箇所は､口で記した｡
｢資料中の割注は(　)で括り示した｡なお､〔　〕　は

筆者による注である｡

｢本稿は､科研費･基盤研究(C)｢介護と看取りの現

場に根ざした近世日本思想史研究の構築｣(課題番号23520094)　の成果の一部である｡

孝経刊誤考例序
孝経者聖門之真経也｡其詞平易而真理易暁､真言新進而其旨無極､正顔子所謂夫子循々然善誘人､信然実載｡蓋聖人之徳教一本於此実｡当初此経避乎素焼之災､而蔵乎孔壁之中､遇漢儒芝好古､而閥後世之迷途｡自演以来､読者浸多､註家不少､而有古文今文是非真偽之議｡又有孝経刊誤｡兵書為経伝之別､正与大学相擬｡自宋至於元明諸儒､皆謂朱子刊誤｡至我

目域､則士君子存而不論｡傭惟神明命有徳､黎元浴太和､
治教休明､□万国成康｡当此之時､志士田子浮図之場､仁入超干茅茨之下､而後英雄賢哲之士､相尋起者､済済不少｡自公僕大人以至於庶人､尊徳性両道問学､海内寡然帰進也｡今幸遇此盛時､釣漁有間暇､則私得窺朱家之糖隙也｡謹按孝経刊誤､嬬非朱夫子之書実｡越繭発疑､以考例附説而正義｡艶文字姑偽印誤､而編次遂復

ヒ一



古本､題目孝経刊誤考例｡夫以孝経本是孔子之言､而無始有経伝芝分也｡非敢議先賢之書､以眩後学之見｡特要自助思弁､以決疑慮已也｡然越知僧職､恭仰君子､嘉忠僕罪､落陽僑居云爾｡孝経刊誤考例

凡例

りカノナつハ1'1'

一凡聖人之書必有之伝- ｡経乃説　天人之道､伝必釈

ノプノフTスノ′

経文之華｡又附伝者之説∴以発経文言表之憲-｡乃異例也､岩下仲尼周易伝､曽子大学伝､春秋三伝之
ヒノレ十ハノ

類土足也｡若-夫孝繕刊誤∴則其日伝文者終籍､ナノ/ス生ノ皆孔子之言､而無伝者発明之説｣｡此非古人作レ

/

伝之例一｡刊誤之云可レ疑也｡

ハ人rンノプ

一凡伝文必挙一経文｣釈レ之｡乃典例也､岩下周易石　二

ルノ

日一(周易毎封有一家日　有一象日工疋也)､大学有　二非　有ナ謂
(大学伝文毎軍事首有所謂二子以挙レ経文､章尾

ノブヒノレク/

此謂二子一以結経文之意-是也)之類_是也｡悉無レ
ト云｢-　　　　　　　　　　　　　　　　　　　/　　ソトrTハ　ノ　ブ　　　　　　　　　′､

伝書発明之説也｡若引　　他書､則又阿

伝者之説以明一異義-(大学伝首章引レ詩引レ書､若レ若　有

皆自明之語｣是也｡他喜作レ伝者亦皆比例也)

i+-ノノ/ノ7クハス

夫孝経刊誤∴別伝文終篇無其法也｡疑　非曽

七二

子伝文｡

ノ八トLノノ

一凡百大作レ伝書､後世所レ謂註也｡是政経本有　此埋､

T<スノプ

伝必釈--此理｡乃典例也､周易大学春秋等之伝､皆)トノー無レ不レ　然也(他書伝文､皆同レ之)｡若一夫孝経間

､フ､フ十几ノキT,ル方ノ

諜一､則有縫目経､伝自伝者｣　へ若レ為　伝之三

/フ/ス生ノ7

章伝之四章一者､可レ疑也｡無釈レ　繕之意.)｡有

Trスルカノ

無レ経而有レ伝者　へ若レ為一伝之十二章伝之十三章

トノ/ルーワソ

伝之十四華-者､皆無経文｡然此謂経文之伝一ノハソ十T//人卜着何)｡有一有レ経而無レ伝者　(伝之十章為レ釈　天

7ハ人ス､-/iTノ

子之孝言伝之十一章為レ釈　士之孝一､而若　諸侯

ノノ7

卿大夫及庶人之孝∴　別布レ絡面無レ伝)｡皆非古人
ルノレヲフ

作レ伝之例-｡此謂孝経之伝一可レ疑也｡

ナしハイ穴,ソ7

一凡古人之書へ事異義殊､則更レ端別レ章｡乃典例

iTノルカ

也､若　四書六経有　分章一是也｡岩夫孝続刊誤∴

二ンノ/メ

別事既異-､義既殊､而猶有下達旧文六七苧合
Iストノ｣7タ

葬一章一着_(刊誤為　経一章者足也)｡義未レ尽､有卜鉦為)∵Hf㌣(今文第九･m?,刊誤が為TrJ伝之五章伝之六章一｡此章特有　深意-｡萄不レ可卜
｢/トうぺ卜

為三章･為中三章_)｡又大学伝文次序不レ錨､血脈貫スキハ手クノ/通｡若-夫孝縫刊誤一､則其日伝文簡編､無レ次無血

レ7つノーノ/ノ

腺貫通之意｡此謂朱子刊誤-者可レ疑也｡



ソ/-ヲ一ノ凡古書有誤字術文一者､註家存レ之不レ剛｡但於　註

スヲ

下.評レ之｡乃異例也､若周易周著大孝之類-是也へ周

ノT→ンフト一ノ

易否卦有之匪人三字｡本義以為レ　術而不レ剛｡大

ノナントノ

学親民之親､種朱為レ当作レ新両親字不レ去｡身有之

ナン｢トノT.,ノリ

身作レ　心而身字猶存｡周書武威篇有朱子考定一､

しフ

両旧文不レ剛∠類､皆朱子之敬謹也)｡岩　夫孝経刊誤- ､手クノト⊂-しハタカ別所レ引詩書及子日､或離　本文･石下未レ得手己之

ケリレソ一/ノ

憲一者｢悉剛去∠･ ｡不レ可遽謂朱子刊定｡

/

lブキ7[

凡古人説レ通説レ礼､及賓主礼接之和､君子諷議之去､ノト｢ケ-†T･しフヒク其言有レ尽面意未レ尽､則引レ詩引レ書及引前人之嘉フノ一フiT言者｡乃其例也､四書六経所レ載､不レ可レ評也｡若一
カノ手クリルヲスルノ一

夫孝繕刊誤｣ ､則悉岬去之｡存若僧二両己｡剛一ルノ′ノ/カル-去大雅之詩∴異邦至重美｡其無レ　悦　子其先乎｡

-7/十ソヲ!トブヒ

嵩其無レ後平｡謂之朱子刊誤､余不乏信-也｡

キヲクノブトータ/亡ヒ7

凡古人説レ通説レ礼之時､離レ末永　襲取他人之語∴

ギ　ブ　｢　･T　ノ　リ　　　　　　　　　ノ　　　Tルーキパ　テ

血道同期言同者有レ之｡世同居異　　則不相識∴
ノト羊ノリ′リスルノフ

而真言同者有レ之｡或有上訴一前人之嘉言者_ ｡二書

キノス

相識語意同者､両可相存｡乃異例也､岩下周易文言之

＼ノ-一/-/メ

語､鬼　子左伝之類_走出(周易本義存面評レ之)｡
十ノ　ノ　　　　　　　　　ート　　　ノ　　　　　ソ!　キ　ノハ　　ト/　I

岩　夫孝経刊謀- ､則与左伝芝語一偶同者､是レ彼

HHHHHHHH軸軸軸軸軸軸細田軸軸軸軸軸軸軸軸軸軸馴

･rフスルノ/ベドノ非レ此､両町去之∴存者無レ幾也｡可レ謂非　朱子刊誤(也｡

一凡聖人之教以レ順一スルフ天.+.礼(.Hi也｡天下之生it｡乱,

ノリ一/辛ノノ

国之本在レ家､家之本在レ身｡孔門之教本末止　者､乃典例也､若大学条目中庸孟子大下国家等之語是

⇒ノプノ｢七リノ

也｡芳夫孝経今文､則剛-去関門章一､両腕-国

ノ)トTJl,ト!

之本-｡畳不　大談笑乎｡孝経刊誤雌レ　非　朱子判

モル7ノ-タ-スル--フ

定､面識関門章一者､是得レ復　　孔門之旧一､今7従レ之｡

一凡朱子刊克之書､奇数種-也Hr･其所一論弁言経伝

タスノーートL/

子史古今文､悉載一朱文公語録類要中｣､而無上論ズルノノヲ弁　孝経　之云ト｡又胡臆麟論　弁古今偽書､亦無上
ヲスルノタノノ

孝経為　偽書停会-之説_｡唯有黄勉蔚所レ撰朱子

ス　　　　　　　　　　　　　　　　　　　グ　　ルカ　一　　つ　リ　　　　　大ノ

者ノ云ク行"状

スクルカ一ソリ大ノ

､載孝経刊誤之号､若レ不レ当レ疑然実｡或

二[　　　　スト　　フ　　　　トビ　　　　　　一-/′　リ　　　グ

朱子年譜亦載レ之｡然余不幸　有　末レ安鳥

ィヨ　シソ　ィヨ　7　　-7　　しー　ノ　　ン　　　　　　　　　　ノ　ク　　　/

｡愈読愈疑､依レ疑考レ例｡呉文正公云､宋

ハタスヲ,.J方

大儒司馬公酷草信之｡朱子刊誤亦拠一占文一｡未レ能レ識『ユト射,伍ノ意｡ト. I:-.′｡今観〝トキ､郡民疏説- ､貼

ノタルT-ケ/しト＼ノチ

古文之為一偽書-審実｡又観　朱子所論一､別
ヘトLトーーー′-7キソノ

離　今文亦不レ無-　可レ疑者･蔦｡疑其所レ可レ

七三



/ノ17.I-ノ一スルハノ′

疑､信一其可･レ信､去其当｣レ去､章一其所･レ当レス　　　　　　ノ　　　　　　　　　　　イト　/-ノ　ルフ　　　　　　　　　　ィー二　　と　　　ノ　ブ存､朱子意也｡余事　有レ此レ言､遂　疑　其所-レ

/ナ　ノ　ブ　　　スル　　ナ　　リンチ　ノ　ブ　　　一′　ム　　　　　ノ　　　ブ

疑､信一其所レ信､以為一此書､以望-君子開示･｡
ノ斗リノ/スル｢-

愚者疑問亦有レ例也｡請莫レ罪｡メ/フプ｢-トつルー一ヒノル

一凡信レ書疑レ　書､皆有レ例也｡而疑一孝経-伝-刊誤-

/　リ　　ヘル二iII　　　　　　　　　　　二　ク　　　　　　　一ノク　ス者有レ言　｡朱子語録去､孝経疑　非　望人言　也｡ツキルトムカレ†-I--1且如二先王有-至徳要道｢此是説得好処｡然下面′Tクルノ/ソク-一ルソ都不卜曽説得切要些争｡他説_得孝之致如上レ此
○

如キ

ヶヵフニンrリつ

論語中説｣レ孝､皆親切　有レ味､都不レ

ノ　　　　ー　ノ　　ン　　　　　　　　　　　　　テ　　_'ト　　　　　ナラ

如レ比｡士庶人章説得好､只是下面都不言親切一｡一レト--/メ/_既有　此言'則刊誤何　疑　也乎｡顧　此語亦フケハス一疑　非二朱子之言-也｡夫論語説レ孝､皆就心上一而明

ヲタ√､プ

孝之理､末レ就　車上両説孝之備_ ｡是政英

一/　,　　　-ノ　　　　　　　　　　　　　　レ　二初

無　言~坤

プスン-ハーノノ一

再開｢則孔子亦不-復詳説一｡至二孝経

有レ味｡然　諮子武伯子減子夏聞焉

ナ　　　　　　　　ス　　　　　　　　ン-パ　　　　ーノノ　　　一

チノノ/土ノフ財曽子間者三四､孔子開示詳説｡蓋曽子之学問レ之
レハ　　ーラ　　　　方　　イ｣一′　イT･.ナリ　　　　　　.-./チ

不レ　審不レ措､愈　問愈審､其辞平易　､其旨易レ暁､

ナナヲノルト/-I

其事該偏､其範極レ量､正顕子所レ謂夫子循循然　:ク　　仁王ノー　ヲ　　　/　　ソ　　　　一　　　ノトモ　　リト善誘レ　人｡可レ見於此｣ ､雛レ有一誤字閑話一､
/ノ　夕　　と　/Y　　　　　　　　　　　　　7　　　ノ　　　す　　　　　　　　.-./-ノ

何　痛刊レ　之平｡依一刊誤･者､以下辞気平易　似

ツルヲノ考ル一イ二一-

卑近∴　且有中共諸兄一-干左伝　書｢　遂　以

七四

フート八/Tルソノりヲ

後人停会一両辞レ之､以レ刊　其誤　(而作レ書､託7之朱子大儀-｡孝経詳説､論語簡稚､各有一其体言　文
一一　ス　ブ　　ラ　セ　/　ン　ヤ　　　　　　ノ　　　　　ビ　　ラ

公豊必以レ彼期レ此平｡惟巽識者正レ之｡

孝経刊誤考例

/L′とリノ

仲尼開店　｡曽子侍坐｡千日､参､先王石　室徳要道∴ナス//レリヤヲ以順レ天下｡民用和睦､上下無レ怨｡汝知レ　之平へ御本無

ハクーノ一フノハ一

間坐参三字｡間坐二字宣下従一刊誤一両存十レ之｡参字聖上ナ7ス/-クブ従-御本･而去十レ之｡猶詳孝経註一)｡曽子避レ属目､参不うり　　/ノ　ン　　テ　　ル二　フ　　　　　　　　し　ノ　ノ　　　ト　　　　　　＼ノ　　　　日子リー,敏｡何足以知一レ之｡子日､夫孝徳之本也｡教之所　出
.(ル　　　ー　リ　　ノ　　　　　　　　へし　一　　レ　ーノン　チー　　　　　　　　　　ク　　ブ

生　(御本有也字一)｡復レ坐｡吾語レ汝｡身体髪膚受　之
一ルハーヒノノメーノヮ上ヲノI

父母｣ ｡不一敢毀傷､孝之始也｡立レ身行レ適､揚名於後

ナスハンレハリ'ルニ/メ

世∴以顕二父母一､孝之終也｡夫孝始於専一レ親､中　於
′レ二　一　　　　　　　　　ル二　　　　　　　　　　　　　　つヵラ/力　モノTlト　チノ　ン

事言君､終於立･身｡大雅云､培レ　念一　爾祖､
ノ/　ォ汁メート　ノ　ブ

専　修　　廠徳一｡

.レノ

右第一章へ旧文日商宗明義章一｡園捌刊誤剛去大雅ヲレリノノ"ト7テー詩二大誤　実｡蓋君子之行レ　孝也へ欲下車　父親
ハンつトラ　　　一　　　　　　　　｢ノ　上　　　　ルノ　　　　　　　　　　　　　ハ　ブ

及Lレーー先祖､是政経言責レ親之孝､詩言
ルノ一プノタ

事レ先之孝｡中庸礼記及孝経所レ載之祭祀之説､未レ

リナプヲノモレ

石下特祭　父母･両道　先祖一着-実｡継述之孝亦在レ

ーーズノ,ノ/-ソーフフルヲ

残裁｡是知､此詩非　後人附会､以胴甲-隔　聖言一｡



しー一　ノクル　　　ブ　　　　　　　イIL　　　　　ル　ソ　　　　　　一ノン　　　方面為　刊誤｣者､遂剛去之｣｡其無レ後乎)

スル　ヲヒトハ　ス　　ラ　　マレ　　　　　　　　　　スル　ヲヒ-ハ　　　　丁

子日､愛レ　親書不一敢悪一於人言　敬レ　親者不敬
ア手トーノレ一キブルニ一

慢一　於人一､愛敬尽一於事レ親､而徳教加二於百姓｣ ､

一-.クレハ

刑　干四海∴蓋天子之孝也｡甫刑云､一人有レ慶､兆民しト　ー鳳レ之｡

一-フ

右第二章(旧文謂一天子口車一㌦園刊誤剛二島子拍

一ン一

及甫刑者､殊無レ義兵｡前章孝経開巻第一義也｡故ソ　ノ　　ノ　　　　　/ブ　タル一　　　/　ノ　　ケル先述∵孝之所以為｣レ孝也｡夫孝之為レ道､父子之親

トモニーリ÷り子ノへ

一也｡然大石貧富∴爵有-貴賎｣､別行孝之具不レ

ブンテヲフ

能レ無品差一｡是政述五等之孝節｣､使卜孝子孝孫無中

フーノメヲナTフノヲー7,

退不及｣是以更レ端分レ章､以加子日宇｣｡至-甫
-チしンプスルノク

刑云∵則是順二天下一､民用和睦　之意也｡不レ宜剛ルヲ去之一也｡)
-レハ　ラ　　ケレトモ　　　ス　がフ　　/　　ウ　　メハ　ブ　　レモーセ

在レ上不レ騙､高　而不レ危｡制レ節謹レ度､満　而不レしノンー7ルハカフ/クルヲ/ノ溢｡高　而不レ危､所一以長守レ貴也へ刊誤無=也字- ｡

ソナルハレ/クルヲ

今従御本一｡下同)｡満而不レ溢､所以長守レ富也｡富苫ンノニク丁ノヲスrr不レ離一黄身一､然後能保典礼稜一､両和其民人､蓋諸

ト/ナクカ一/トム万7

侯之孝也｡詩云､戦戦兢兢　如レ臨レ深淵如レ履レ薄氷｡

フノト/ノ

右第三章(旧文謂一諸侯章｡閥捌章首無千日二子一｡ンノクノー一ソ7蓋旧本脱失也｡所レ引之詩､乃安レ高持レ満之用心｡器

ヒ/ノT.ケルノ/一ムルヲ

文王小レ　心翼々　之憲､所以大誠一諸候-也｡不レ

ラ

宜二剛去之｡)

しノ一rセレハ一′ノ

非　先王之法服不レ敬服｡非　先王之法言一不レ敢道｡
しノー′ハスハ

非　先王之徳行不レ敢行｡是政非法不レ言､非道不レ行｡一ク/トンノヒー7モ一クノナロ無二揮言( ､身無一-揮行- ｡言満　天下∴無　口過一､行
-ノモンムコーノり一ノクルハノヲ

蒲一天ト- ､無一怨悪一｡三者備実､然後能守　其宗廟- ､

ノニル

蓋卿大夫之孝也(孝也之也字､天子諸侯二章､刊誤去レフ//′ノ一之｡此下及　士庶人章｣ ､三章皆百出字一｡刊誤存而不レ剛､
几トスレし/ノノ†キーヶ

剛レ之与レ存､其何意-也｡刊誤不レ能レ無レ疑)｡詩云､

ルニテノト

夙夜匪レ慨､以事レ一人｡

一スヲ

右第四章へ旧文語脚大夫享｡園捌亦脱字日二字

ノ一′ノワー′クム7

卿大夫事於朝∴故引此詩一以深識レ之｡)

ノナTヘーノ/-フル二一ア一ン
資　専一レ父以事レ母而愛同｡資於事｣レ父以事レ君而敬同｡

二ノ　リ　　　　ブ　　　　　　-､　レ　　　　ヲ　　　子クル　ナ　､　　　　　一　丁

故母　取兵愛∴　両君取レ真数｡兼レ之老父也｡故以レ7　　ルトキハ　　　　　アリ　　ア　　ウ　　ルトキハ　　　　　rI　　　　　　　ンノ　ピ　ア　ノ孝事レ　君則忠｡以レ敬事レ　長則順｡忠順不レ失以事レ
一手ヲルハノソ

真上｡然後能保一其爵禄-(御本作禄化一)､而守　其祭把∴/　′　　　　　　　　　ニ　ケ　　ニ　キ　Tlハー一ノ　　　　レト　　ムルート　ノ　　ロ7　1Jル蓋上之孝也｡詩云､夙興夜藤､蹄レ泰-　爾所一レ生｡

フノトス

右第五章へ旧文謂-士章･｡開削亦脱子日二手一｡所レクヲ引之詩､使-レ士不-怠慢也｡)



フ/-ノヲrノハ

子日､用一夫之道一､園地之利∴謹レ身節レ用､以義一父

レノ一/

母∴此庶人之孝也｡故自レ天子己下へ御本無已下二字一)
レ!r　　　　-　　　　　　ク/--　　　　　　　シーノ　　　　　　　　/ハ　　　ケ

至　於庶人∴孝無　終始｣ ､而患不レ及者､末レし　一7之有也｡

↓

占第六章へ旧文謂-庶人章一｡園側苧　大子以下之

リiTテI/｢I/

語与庶人孝右下難連為二章者_｡又右下難分為

スルノ/ルカ一｢

二章一者上｡間諜所=以疑惑　者､蓋任レ舷乎｡強運

ヲTナントヲス

六章｣以為二軍∴剛去六十一字｣｡伯要一文勢連
I-7/"トヲ一ノノタ7

掘一､遂剛去之一<而謂朱子刊誤一｡愚未一之信-也｡)

[剛開国此
ス　　　　　　　テク記也｡疑

ノー二/チノノ

一節夫子曽子問答之言　､而曽氏門人之所レ

トハハケダン

所謂孝経　者其本文止如レ此｡真下則或者

フブ

絡貫通｡皆挙一全篇　而言レ之｡

ン丁/ナ/ノムノつソ

異聞｡使卜貞文意分断間隔､而読者不申復得上レ見ル言警即全体大討､為∵上空..不レ鮎振今+rZ.･I-此

ノ　ノ　ナ　ウシナ　　　ト　　　　リ　ーつ　　　トム　ノ　ノ　ク　　ツ　ノ　ッ　ク

六七車名合為レ一章､両軸去千日者一一引レ書者一引レヲノノ､ナブテス話者四凡六十一字｢　以後一経文之旧- ｡其伝文之失､

ベルJト　ヲ　　/

又別論レ　之如レ左方｡

/ノノ/ト天十!

園へ右孝経刊誤芝説如レ此｡而英日首尾相応　　者､

ンスム..』ノソトムハ/ノ

孝経終篇無レ不レ　然実｡其日脈絡通貨　者､若以ノプハハ71/ルヒノ/ノ孝之埋二百レ之､則終篇無　不上腕経過貴　著- ｡若以ノブ､､′セフン孝之事二言レ芝､互等之孝不レ同異節- ｡量謂脈絡過賞-

7ヶスIi-ノ一ク

乎｡朱子於　大学二去､血脈貫通｡於-中庸　云､豚

-幽○○

メ;孝

経

悼

本

亦

一)カ7ルーヲ

雑引伝記｣以釈レ経文､乃孝経之伝也｡霜嘗考レ之､

トー一//Tレルコトフ

伝文固多レ停会｡而経文亦不レ免レ有-　離折増加之失- ｡ル=リ　　　｢ノカタ　　　　　　　　　　　/　　　スート　　　7　　,ノ　　ノー!顧自レ漢以来､諸儒伝諭､莫レ覚　其非｣ ｡至下或以
スル　1.　　　　　　　日ト　　　　ノー7　　　ス　　　.Tノ　ノ　　　モ　ノ/リ　　　　ノ

為自　孔子之所_自著　､則又可レ笑之尤者｡蓋経之一Jンノ/首統論孝之終始∴中乃敷陳天子諸侯卿大夫士庶人
ヲ/ナンノヲクレ

芝孝一､而其末結レ之円､故自天子一以下至於庶人一､

ンー丁ノハター7ン

孝無レ終始､面患不レ及者'未二之有一也｡其首尾相応､

ヶ/スクレノ/キ

次第相承､文勢連属､脈絡過賞､同是一時之言､無一可レ

〟,一ノーノ

疑者､而後人妄分以為六七章一へ今文作六章一､古

クノプーノフ

文作七章一)｡又増卜子日及引　請書一之文ト､以雑乎

古,方　廟-,日,,也
ヽ　　　　C)

ヲ一

国之憶心一､以事　典先王

ス生二

又按　孝縫目､徳教加　於百姓ケーノヲス7能保　典礼稼､面相　民人｡

クイスルノ

次序相承脈絡貫通､首尾相応　者､笛木レ

日､能保-其爵禄､而守

其祭祀一日､

!ルク以事-其先君｣ ｡日､郊

/ヒ

此等之語､皆所卜以念

'#,
稜ブ祖

IT::;諾諜
[

姓ノ日夕二リ重吉裏,廠ノ計上,

藍得デーT,i5--llJ全林　｡諦ユ篇
徳

至切篤実之教也｡艶　或謂　之後人停会､余末之信一

ノノクノー′′スニブメ

也｡其余所レ引者､以レ類推レ之､是知､孝経刊誤､実非一

テヲしハソクハノプ

也｡以レ定見レ之､引　大雅之詩｣

｢ソ於孝子孝孫之行一

夕　　　　　セ

朱子刊定之書也｡)



遺′レ可二十粛/
'二.早-'而

古　典
/イカI

曽子日､甚

哉孝之

〓り

経(御本有

ノ

有一也字一｡

也字
フ

今従

字一｡今従天之明｣ ､以レ

鵠粋
章一盤祭
日　レ,~之､/

牢乎以書ノーY従-,A

陳レ

.i=忠志i-,,gTo f'｣ ｡
･-洗｣.*-臥?

/-=矩完

節夫
卜フ市
○　民

是ヲ足し

)｡

ハ先

彊雪:
義,唾,-有蓋ニスの＼ヽン〝Lh

之以レ　博愛､而民莫レ

徳義､両氏興レ行｡先レ
ノ{レハ　　　　ブ

三之

市民不レ争｡導レ之以レ　礼楽､両氏和睦｡示レ

r L　　　7　　　　ニ　ケ

ーノしノ　　　　ノ　　　モ　　　ル　　ワ　　　ニ　ク　　　　　ケル　　　　　　　　　　　　　/カ　ルト

之以レ　好悪､両氏知レ禁｡詩云､赫々師芦､民具爾臨｡

プノ十ス

右虜七章(旧文語三才章｡同胞刊誤此下皆以為

/-ノ　　　ハ　ナ　　　十人　スル　　　7　r'ルートプ　　　ラ

仏文･｡而此節以為卜　釈　以順　　天下之伝上｡

ノル÷ストフトルニ

而今謹按､以順レ天下与レ平レ天下非レ有　両義｡大学

/7ノキ

伝之十章､誠平天下之義､無疑者-罵｡若此章一､

ノ一ノノス7

別離レ有-以順天下一語(､不レ可レ謂以此釈レ彼｡只ン一ノー7ノリル｣-ワーリ是因曽子之歎-､而言-孝之大-｡是政有-以順

ルニフスルノ

大下之語也｡依レ有｢此語∴刊誤講釈　以順天下一

i-･

之伝｡余未-之信一也｡)

一/-つ　　　　　　ノ　　　パ　ン　r{　--　スルノ　　　ブ

刊誤云､此以下皆伝文､而此一節蓋釈以順レ　天下

ブニタルノ/′/レリヲ

之憲一｡当為　伝之三章､而今失　英次実｡但旦ノルトムノ∪スル其章首｣以至レ園　　地之義∴皆是春秋左氏伝所レ載､

タメ　　　　　　カ　　ノ　　　ガ　　　トーリ　　　　､テ　ノ　ブ　　　十ノ　ノ

子大赦為　趨簡千一道子産之言｡唯易一礼字為　孝

レハ

也｡子口､夫孝
刊誤一)､地之義(民之行也へ刊謹み

I:i"/御天

i-',-,1㌧B･J･,也ノ本二之ノ

モ　　　　　ーー　ス　　/カ　　　カ　　　　　　　｢ルーー　　　　　　　r　　　　　力　　　力

学二　両文勢反不レ芦彼之過賞＼　條目反不レ栄一彼

-ルー1.ケン　　レ　ノ　　ン　　ルT.ト　　　　レー　ワ　ン　　と

之完備　明｡此襲レ彼非　彼取レ此無レ疑也へ刊誤
セー′力7リス

戟-左伝子産之言､便-乎参考一

-ノトノキヲテ

先王見下教之可車以化_レ民｡又与

今暫略之)｡英日､
一　　　　　　　に　十　　　　　一支一不桐原｡故

温公望教聖者,乃得クリ粗過言トラ｡南下支所レ謂徳義

-ムノヒセラクハiTア

敬譲礼楽好悪者､却不-相応｡疑　亦裂一取他書之成フ一ソブ一ノトスタ文､而強加装綴∴以為　孔子曽子之問答｡但未レ

ヲルノミスーー一4,ヲン

見一兵所｣レ出耳｡然其前段文雄レ非レ是､而理猶可レ通｡ンテヲ/ナハ一ン一ノフ存レ之無レ害｡至　於後段∴　則文既可レ疑､而謂聖人-ノ　　ノ　　†ツ　ー-　　　　　プ　　　　　　　チ　　Tr　　ンストパ　　　　　丁　一見一孝可一以化｣レ民､雨後以レ身先レ　之､於レ理又已

-ナ　　イル一一ラ　ス　　　　　　　　　　　　　　　ツルハ　プ　レ　コリスルノ

惇実｡況先レ　之以一博要言亦非一立レ　愛惟親　　之

ラ/〟/-フクソ一ノヲノ

序｡若レ之何　而能使一レ民不レ遺｣其親郡｡其所レクナーノ/A引詩亦不親切｡今定先王見教以下凡六十丸字並　肌身｡

ンノノレノ‖

園へ右孝経刊誤之説如レ此｡其日皆是春秋左氏伝所レケ/レプヲルつトレルニワ/トL

載明｡此襲レ彼非　彼政一レ此無レ疑也｡又有孝経刊誤

ノル｣トー/ノタレ

搬出､孝経相伝　巳久｡蓋田下於漠初左氏未盛行(之一レース.トフソワ時士｡不レ如何世何人為レ　　之也｡愚以一此両説
しブク7ンパ′ルう7

見レ之､其言未レ中富不　矛盾一｡蓋非君子之言

リー′ク/トノニスルーー

也｡又先王見教以下剛吉日､文既可レ疑｡今詳一員ブソナ/rしレ所　レ疑､自-聖人見教之教学作　孝字一看_来｡

′ノ7ル7手ノ

蓋以教学-見レ之､則以下件々之事皆教也｡此教之義､

-亡LL



章_′不_,非ス既_ キフノ一テスルトスト可レ疑者一也｡刊誤以為卜　与-上文一不一　　　/　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　r　ス.ト音

ン丁ルトおノじ

上節目　異教不レ　粛　而成　　之教学一言

⊥　可
jLルレ

描
乳又

′lノ

刊誤日､先レ　之以
スルノ　　　　　　　　　　　イ　　　′　　/刀

之序言　若レ之何

しノヲヤトノユノ

レ道　真親一郎｡此言荷非　君子之言

擢癌上
此竜三亦章ノ無/

/ノ+Tト身~ノ蓋言､夫人離レ有　孝弟之憲｣而無レ　教､則民

/テ　　ン　　　　　/　　　　　　　　　　　　　ヲ　ーノ　　　　　　　　ル　　　ノ　　　　　　キヲ　一′

難レ化而近｢籠獣｡是以先王見下教之可中　以スヲTノヲスルニrス化しレ民也｡於レ是立　教之道､先レ　之以　博愛∴
フスハヲ一

以一博愛･者､徳中一於百些者也｡以下徳義敬譲礼楽

＼しノし~トソレーリスルハ

好悪､乃翠加涼月些培地｡夕立レ　愛惟親.... ､..乃五等之孝既述レ之｡其天子章日､愛敬尽　於事･レ親､而

一レ一レルトキハ一

徳教如於百姓- ､刑於四海- ｡天徳教加一於百姓｣ ､1ラ/ルノツ/-/＼ン7則嵩有一連レ其親者一平｡況異教以一徳義礼楽∴而民ンヲソ/′ンプンTヲンTハ輿レ行且和睦､加レ之以　敬譲一以･好悪･ ､而民不レ争ソ　ルブ　ラ　ヤ　　　　　　　　トキ　　　ナリ　　　　　　　　グハ　　ラン　ル　　　　ヲ　ノ且知レ禁乎｡其民雅一無道一也､庶幾無　道レ其親者一｡

キラスヲノン

蓋教之可一以化一レ民者如レ此｡然別先王見教以下六十九

ル｢トー　　　　ル　　セル　　　ケン　　　　　　　　ノクル　　　　プ　　ノ　　　ブ

字不レ　当剛去一決英明也｡鳴呼為一利誤一着､以-カノヲ/クスンー′己意迫切一､軽　議二聖人不迫之言∴　而遂託　朱子大一ノルヲ一/-フヤノクムルぺル儒∴以乱聖経一､量不レ誤平｡所レ引詰所-以我　先i '之ノヲ一七TTヲノT.リーノ一者-也｡不レ当一別去- ｡学者詳レ之｡○此車　重　終篇∴

フ　　ノ　　　ブ　　　ツ　　ナル

皆述　教之所　出牛　也｡)

七八

ムカンTT･メ]･ノブ十ナし

子日､昔者明王之以レ孝治レ　天下也､不一政道二小国之
プ+.　　･J　/年　　子ヲ　　　　　　　　一.　ヤ　　　　　ナ　　　　　　　　　　ヲ　　　　r

早-､市況於　公侯伯子男一乎｡故得万国之僧心､以ノル　　　　　　　　　　　ムル　リヒト小　　　　一-　ノ　　　　　　　　ブモ　　ー　/ヤ　　ツヲ

事　其先王･ ｡治レ国書不敵侮於鰊寡- ､而況於一士

ヤテプーノノルフヒトへ

民　平｡故得　百姓之憾心､以事典先君｣ ｡治レ家者､

ラヒニモー/-ノノヲ一丁/

不敬失-於臣事､而況於-妻/丁平｡故待人之懐心｢ノ　ン　　　ノ　一　　　　し　ル　　　　ケル､ーハ　イ　　　　/　/　　　　　　ルトキ,　　　　　ク　　ワ以事其親一｡夫然故生　別親安レ之､祭　則鬼享レ之｡7ノー/Iヒノー7是以天下和平　､災害不レ牛､禍乱不レ作｡政明王之以レっ　　メーブ　コト　　　　ン　　/　　ノ　　　　　　　　　　　リつ　イポノTル　　　　　　　　　　　　　ス孝治レ　　天下如レ此｡詩云､有　覚　　徳行∴四国順レ之｡

右第八章へ旧史話一孝治章)

ハぺテンキノ､､ソタりノ

国些節釈-民用和睦､上下無レ怨之事｡為∵伝

トト⊥｣ン-ヘT

之四章一｡真言離レ善､而亦非一経文之重患-｡蓋経以レヲンハラク]･ワ/ンirソ孝而和､此以レ和而孝也｡引レ詩亦無甚失｣｡且真下

ニ　メT　ヲ　ン　　　　　　　　　ズレ　　　　　　　　ケ　ル　　　レートウ　キニノ-

文語己更レ端無レ所隔擬｡故今且得レ仇レ　旧耳｡

ノノハナ7スーフ,r

閥捌(右孝経刊誤之説如レ此｡其日経以レ孝而和｡此以レヲ　　　　　　　　上人ハ　ソY　　ノ　ノ　一　夕　　　r　　ラ　　ムト　　　ラ和而孝也者　何｡此章首日､以レ孝治一天下(｡章尾クTフルブン-ーノ7レハヲノトラ日､以レ孝治∵天下･如レ比｡以レ是見レ之､此章言以レ孝
レトーヘ　　　ヲ　　　　　　　ルトム　　　ノ　　　　　ブ　　ハ　　　ス　　テ

治　　天下､則得一万国之催心(者､非　以レ孝而ぺルノヒヤノノト+フンY和　之謂｣平｡刊誤之言切迫､朱子之言霊如レ　此乎｡

.ピ

識者正レ之｡)

テフレノノヵノルコトク

曽子日､敢闘､聖人之徳､其無　以加一於孝一乎｡子日､



天地之性大和レ岩大之行勢レ大手ル
りスルうり　　　　のスルハ　ソ　/　　　ナルハ

厳-レ　父｡厳レ　父莫レ大　於配ン/一ノヲノン一者周公郊祀后穣一以配レ天､宗

ブ7-ノヲ

帝｡是以四海之内､各以其職.

ユリ　　　　　ハ　　/　　　　上し､

於孝｡孝莫レ大　於

スル一一レ天｡則周公英人也｡昔
ン′　　　ヲ　　　　　一　　′　ス祀文王於明堂一以配上7スしノ乗助祭｡夫聖人之徳､又ニ　　　チ　ッ　　　　　　　　ヒ一　方)リ

ス/′ノ÷lノ

閥捌(右孝経刊諜之説如レ此｡英日若必如レ此而後為レド+ヲケルノヲテ孝､則是使卜乙為｣人臣子一着甲､皆有-今将之心､

ワ′ノブ

面皮陥中於大不孝_実｡愚読一此語/ート-ノ　/､

悼
然

｣四

日汀

ン一ノカ　/　　　　二一　>　　　　　　　　ンノ　ブ　　　ニ　　テ　つ　　　　　　ヒーー力付以加二於孝乎｡故親生一之膝下一以糞｡父母日厳

ノクルブイしT

何　　者孝経本是聖教也｡為-刊誤一者縦是強
Iス干　　　　上　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　7､　7　　　　[　　　　)

一ノ　､つ　　　ベル　ヲ　ノ　　　　　スト　　　クーラ　/ド

之詞､非レ謂一凡為レ孝者皆欲レ如レ　　此也｡又/十　ノ　　　　　/ノケル　　　　ノ､　ト　ツ　リ　　　ノ　　　　　　　九つ　レノ況孝之所　以為-レ大老､本自有親切処∴而非　此

L二　　　　で/　　　　ク/ナ　ノ　/′　二　とハ　ト　　　　レ　　ン一ノ　タ

之謂　乎｡若必如レ　此而後為レ孝､則是使下囲為

ノヲうンテテラ/一

人臣子一章､皆有∠今将之心中､面皮陥中於大不孝_

し　　′　ノ　　　　　ノーノ　ノ　　スルウ　ノ　　　ヲ　　ナ　ノ　ナ　一

笑｡作レ伝者､佃早異論一孝之大-即以附レ比､面不レーノ　　ノ　　小　　　　　/--クル　　　　　　　　　　　　　ン　ト　セi1　7　　/ハ知其非　レ所　以為天下之通訓一｡読者詳レ之｡不rヲ辛ヲノノ一ス-云ヲ′以レ文書レ意罵可也｡其日放親告　之膝下以下意却

T-ラヘヲフ′--7

聖人因レ厳以教レ敬､因レ親以教レ愛｡

リ　　　ノ　ト　　ス　ンデ　カニセ　　　ル　　　ノ　ノ　　ノ　ノ

面成｡其政不レ　厳　而治｡其所レ因者

-′ノヲンr

右一節へ旧文此節連下節｣､通為

スハノ一子ルノ7

間閥云一此一節釈-幸徳之本　之憲

{ルーノヲ

厳父配大本因レ諭　武士周公之事｢

ス　/-メ

聖人之教不レ　粛
本地｡

一W II)

シ

｡伝之五章也｡但

スルノ

面賛美　其孝｣クーノラ　/ド

ノ先　為,J',為
レ　ス

伝文､由実孔子之言也｡然別聖言亦有レ使下∠

ノンーノラ一一

人臣子老中､而反陥中於大不孝｣夷平｡三才寧日､
ルーーブ丁スブクク一ノスワ

之以　博愛-｡又日､導レ之以　礼楽.｡夫博愛天

下二章　為 親

囲

但

不レ当一過一ノ　｢　リスと自別　為

_為!.待人与

車上-三上

章卜早一文

セ

不レ属､而与下章柚近｡故今文運

ノメニムヲ十

但下草之首､語己更レ端､意亦重復､
ノヘーノクク

｡此語当卜依古文且附中上章亡｡或
可也｡

ユ′ワ

子之徳､礼欒天子之政､是亦使卜乙為人臣子　音甲､皆√ナフク有今将之心- ､而反陥中於大不孝土臭平｡中庸日､父

ハヶモーノラ/

母之喪無1.貴賎一也｡是亦反陥･於大不孝実平｡夫

ブヶナヲルヲタ方

郊天宗祀､天子之礼也｡嘗聞､聖人以レ礼教レ人｡末レ聞ア　　ブ　ーノンムル｢トプ　ラ　　　　　　　　　　　　　　　　　/　ノ以レ教陥一　　人於大不孝突｡昔日秦襲公地上帝

ノぺプク

西時､魯季氏舞-八俗於庭一､皆在孝経未レ出之前｡孔ヨリタタカテ一ルノノ子以来二千有余年､東レ聞依一孝経一皆有一今将之心一､
ノ　　ル.トノ　　　　　　　　　　　ソケル　　　　ヲ　　′　テ　　プ　レ　　ワ

而反陥　於大不孝一笑｡為刊誤一者以レ伝見レ之｡

-ノノトトヲ7スワルワT手ス

是政其日経与レ伝不-稿蒙∵各自為レ義､面強為ト
スルノ　ハ　ノ　　　トムフ　　ト　一ナ　　　　　　ノ　　ブ　　ナス　ケル

釈　孝徳之本-之伝､遂以郊天宗祀之事一､為卜為-人臣子一著大不孝之陥舞上也｡蓋此章之義言下聖人之

ン　主　　テ　　ルコト　　　　　　ノウ　ノ､　　7-ノヵ　ク

徳､所川以無　以加一於孝-者_也己｡何以如レ此シカラ/ヤ　　　　　　　　　ツケル　　　　プ　　ノー　/上　　手　　レTlリ　ノ甚　実平｡鴫呼為　刊誤一名将レ有一幕レ焉　者一｡是ヌハス一ス知刊誤非朱君子之言也｡学者当レ詳レ之)

ヒ九



慎一ノ∠-,千　人　也

(今文無　子日宇･ ｡下同)､父子之道天性へ今文有
｢､惇　田ノレ∴字

瀬上字罵_,＼ヾ

貝

アリス′

君臣之義へ今文有一也字)｡父母生レ之､続莫レ
ヨリムヲt〝/-ハ｢リク

｡君親臨レ之､厚莫レ重レ罵｡千円へ今文無

ンノヒノワスルブフ

有一散字)､不レ要一其親-而愛　他人-者､謂/一ノ　　レ｣　　　ノ　ン　　　　　　スル　　　　ヲ　　　　　　　ノ　　　ブ　　　　ト　　　　　7不レ敬其親　而敬　他人一着､謂之惇礼一｡以

ンル｢ト

逆民無レ則　罵｡不レ在一於善言　皆在-於図- ､

-ナ-　レ　　　　　　　　　ーハ　ス

徳雄レ得レ之､君子所レ　不レ貴へ御本　作　君子不買也　)｡

ハ手トヘコー二ク′ル一ノ二

君子則不レ然｡言　斯可レ道へ斯字御本作　思字､下斯

二クノソノノスト

字間)､行斯可レ楽へ二　新字作レ愚者､自愛敬二字一来｡

ヒノールート-つソンク

其味覚一深長-　､今当レ従レ之)､徳義可レ尊､作事可レ

クツクル一ノI一ヲ′レテ

法､容止可レ観､進退可レ度､以臨　其民｡是以其民農

ンヲノナ一一ケ+ン

而愛レ之､則　而象レ之｡故能-成其徳教　而行政令｡詩去､淑人君子其儀不レ成｡

･ト　　ノ　　-,　′　　　-　/　/　　　　ト　　　ノ　　　　　　ノ　　ト

右第九葦(旧文前節此節連為二一章　謂垂沿革｡章一リノノ｢ナン丁トリノノノ首有二子日宇｣｡刊誤分為　二章一､両有二　子日

人ソ/スト十パトナ

宇.｡後段既更レ端｡為一　一章則章首有子ロー可

/ノヲノノノ/テソ生十一′

也｡何　故章内子日宇存レ之不レ剛平｡同課巻頭連六ラ　　　　ストーノ　　　　ー　　　　　　　　　　　ル　ノノ　　　　ノ　ン　　　　　　　　　ノ　二章｣為　一章∴　則剛-去二　子日宇｡S　此章一､手ンノヲスクーノ/辛則存レ芝不レ去｡朱子之所レ刊嵩如レ　此平｡)

ハスノロノ′ルフ

園去､此一節釈卜教之所　由宇之意㌔伝之六章也｡
ハ　　イ一′　トム　と　　　　ヲ　　　ヲ　　　　一　-ズ　　　ー　　　　ンつ　　　ンムル二

百文析-不レ愛レ其親以下へ別為一章｣､而各霜スノ/ナソン丁/I以子中｡今文則合レ之､而又通　上享為二軍､

八〇

/ン一ノ一ノトLiセブヲ無　比二子日宇∴　而　於　不レ愛レ其親之上-加　敬子｡

スル｢ノノームヲ一一ノヲ

今詳　此章之首､語実更レ端､半卜以古文為レ正へ以-

7スルト-ノト-ル+トノ_

古文　為レ　　止､則冠一-千日　亦可　也)｡不レ愛レ

ヲートノトメ一ナワナスーーソ

其親語意､丘与上文一相続､聖上以今文為_止へ以

フ｣/テトレ､/′しり

今文為レ正､車内存一子日宇誤実｡今当卜従今文ズノールノノノフナ/ノノ作一政子∵　剛中去二子日学_)｡至一君臣之義之下- ､ナレートノタル｣-ヲノ刺又当-右腕簡一案今不レ鮭川,壌為　何字也｡惇徳以上皆格言｡但以順　則逆　以下､則又雑

-ノスルカナーノ

取左伝所レ載季文子北宮文子之言∴与庇⊥文一既不
ヒン〓ノT(ル万ノ

相応､而彼此得失又如前章所レ論　子鹿之語､今剛ルつ7カプリス去凡九十字　へ刊誤載-季文子北宮文子之語∴　使　手

タスヲ

参考- ｡今暫略レ之)0

一ハ/T一

園捌(右孝経刊誤之説如レ此｡而今文此節通一上節一連孝一章一､両部ニー㌢聖莞諸､忠相-ノ〝盈ル告於孝-乎_ ｡是政車内述許多之義　以示レ之｡面　今窃　揃-輿プノーヲノーノル｢-要三日レ之､人天地之貴､無一以加-鳶｡孝民行之貴､/　　一--　　ル｢ト　　　　　　　　　　　　　　　ノ　　　　　　　　ン　　　ブ　　ル｢一-無　以加　罵｡厳父即孝行之大､無　以加-罵｡郊

､/-ノルコト/ナ

天宗祀､即厳父之大､無一以加･焉｡生之膝下. '日カリルハ　　　　　　ノ　　　ト　　/　　ア　　ルゴト　　　　　　　　　　　､､　レ　　ノ　ー厳　乃愛敬之本､無以加　馬｡聖人之教､困頁本

/-ノル｢ト

也､無以加　馬｡父子之道天性也､君臣之義乃出

一スノスルンー/レ｣､

於此､非　人之所-レ私､無　以加一馬｡蓋聖人∠

/t√ルi-/

徳､所一以無無　以加　於孝-者如レ比｡自レ不レ愛レ其



ノーLt-./ド,生｣ト

親､至君子所レ　不レ貴､則将レ有以仙　於孝∴両

っノノソスiTノrしIノ

天達者也｡言レ此而明卜無　以加　於孝一之義_｡自

ノノTrノノイ

君子則不レ然､至　以臨レ其民､則立レ身行レ道之義､ヨ〓,-此下則徳教加一於百鮭､刑於四海之事､皆言レ
1､ソ一-!レハフ

無　以加-於｣孝也｡以レ是見レ之､車内許多之義､

IIT月ズI,I

皆挙卜無　以加於孝之婁_而示レ之｡然別刊誤所レス月　　1.7/　り　辛　　-　ル｢ト　ル　　　　　　　　　　　　　　　　　TJ議､寧無レ誤平｡別井レ　山於翰然貫通之一人可レ知

ヰーノ

也｡此章之義､蓋孝締全篇之要也｡其余各章､則無一以生]ト/-リノ/ク千ン一加　於孝一之備　也｡所レ引詩亦無レ妨｡学者所レ当尽レ7T{心致レ思也｡)

ノルー八-ト/｢

千日､孝子之事レ親へ今文有也字)､層　別故買敬､

＼フ

義則致一典薬､病則致其憂ノ､喪則致其衰､

ク′し~-ン

禁則致其厳､五着備実｡然後能レ事レ　親｡事レ親
上ノーノ÷-ーノ

者､居レ上不レ騙､為レ下不レ乱､在レ醜~不レ争｡居レ上両生Ilハ　J I　　÷　II　　ルトキハ　丁　子｡　ノ勝　則亡｡為レト而乱　則刑､在レ醜而争則兵｡此=者しへ　方　　　IIT　--　ノト　　ノ　　ソ　　　　ソリ不レ除､離　日用　三牲之養∴猶為不孝一也｡

右舞上章へ回文謂一組孝行享)

ノ､り八ノ′しー/

囲抽出此霜釈卜始於事レ親及不　敢毀傷之意_ ｡乃伝之七草｡〈亦格言也｡閥制へ右孝経刊誤之説如レ此｡講堂上菅既言孝之無　以

′　　ノ　　　11　-　つ

/-1ルーーノ

加馬｡犬孝行之事多実｡然挙　其口､則敬欒憂

ノノリ!/-ノ手一-ソ-

哀厳五着而巳｡是政H五者備突｡然後能事レ親｡刊

四

誤所レ議未穏当｡)

ヒ/丁､､/｣りスlしンノ＼

千日､五刷之属二千､両罪莫レ人　於不孝｡要レ若者

メ/ルソ-ハス7月ソ/ハノヲし

無レ上､非一望大著無レ法､非レ孝皆無レ親､此大乱之道也｡

左第十一章(旧文謂五刑章-)

国些館酎士文不孝之去､

之八草､亦格言也｡

ノ/

閣閏へ右孝藩間諜之説如レ此｡別無

一ブ

文之去､吏不レ挙兵非)

而繋　於此､乃伝ヶん　ノ　　　　　　夕月妨者｡仲為　伝

千日､教レ民親愛､英レ曽於孝
十し/!ルハヲケ

善-於弟｡移レ風易レ俗､莫レ善

教レ民礼順､英レ

カタ｢リ　　　　　/　/　｢/

於薬　｡安レ土

治レ民､莫レ善言於礼一｡礼者敬拒接., jg敬　典父刺子悦､敵　　兵克則弟悦､敬
/-ノフノ)I

敬一人面千万人悦｡所レ敬者寡､謂要道｣ ｡

右第十二単(旧文謂広要道章)

-_'ブ

剛開園此一節釈要道之華｡当レ為

其君-則臣悦､
′　　ノバ　　/

而悦者衆｡此之
伝之一.章｡佃

維新レ謂要道当日レ　己而雅一レ之､園側へ石孝経刊謀之説如レ此｡謹按

写し此亦不レ同也｡

ンノ′

､敬異父､敬八一



ノ　ワ　　　　　　ン　　　ノ　　7　　　　　　/　　　　　　ヲ　　　　　　　　又　　　　り　÷プ　　レ　　　　LJ-｢異見∴　敬其君-､敬一人､此井目レ　己而雅一レ7　年　　　　　　　　　-　ク　　　　　スルー　　　　ン　　　　　ヲ　　　スト　　　　　プ　　　ノ　　　　ノ
之平｡第七章日､先レ　之以博愛一以　敬譲者､於レ

/ルコーノ/ヌ

是-可レ見也｡刊誤之云迫切実｡非一朱子之説可レ知也｡)

ノ　/　一ノス　　′　　　　　　ス　　　ートーーーソ　　　　ヒ二　　　/メス一一　ブ

千日､君子之教　以レ孝也｡非　家　至両日　見　レ　芝臣ワ教ユ也

所　/_i_　○

敬-‥以レ
ド

以

ーつスル　　フ　　　　　　　/Iリ　　　スル　　　　　ノ　　　ケル　　　ノ　　　　　上トフ

以レ　孝所下以　敵中天下之為-人父　老_ ､
レ､　′　　　　　/アリ　　スル　　　ノ　　ケル　　ノ　　　ヒトツ　　　ル二　　ノズルハ

悌所卜以　敵中天下之為　人見　者_､教　以レ

りスルノタルノにトヲニク

敬白天下之為一人君　着工｡詩云､憧悌君子､

うり

民之父母｡ナル　ノ手ラ　/　十大者-平｡

/ノ　　　　一　　　　　レダレカ　　ク　　　スルコト　　ブ　　　　タ　　　ノ　　レ

非　至徳一､其執　能順レ　民､如レ此其

右第十二章へ旧文謂-広至徳章)

ハ　r(　　　　　　　T　　スルノ　　　7　　　　　7　　　　一　夕ル　　　ノ

国此一節釈卜至徳以順　天下之意上｡当レ為　伝

卜工ノスル/-ノノ′

之首章一｡然所レ論至徳語憲亦蝶｡如　上章之英二去｡

/ノつ亡-へソ㌣

園劇へ右孝経刊誤之説如レ此｡貝田語意亦顕何也｡亦スルr{-リレスニソ為レ非一目レ己而推･レ之平｡蓋至徳要道謂孝也､孝悌臣

ルトキハヲ

之徳､礼欒之義､教　　之天下｣へ　則真数不レ粛而成､

ノ一IIノブ/ブT(ノ一

其政不レ厳而治､以順天下-､民用和睦｡是故謂7タルン/ハ一ケ之至徳要道｣也｡孝之為レ徳｡若非一室徳要道一､登能スル　　　　　　ヲ　　　　　ク　　　　　レ　ープ　/辛順一天下∴　如レ此其大　乎｡)

/ノスレ､-.′り一

了日､君子之事レ親孝｡改悪可レ移-於君- ｡事レ兄悦｡故

ンr'一ノアリ一ン人一

順可レ移一於亨｡居レ家理｡政治可レ移一於官｡是敢行

八二

ツ｢一

成-於内一､両名立　於後世一笑｡

右第十四章へ旧文謂一広場名草･｡第十二章､第十三章､
つTヲルコトヲ√ヲ

既言下以一孝悌臣-教巾　天下㌦此章三言以二孝悌理一
Iレ-｢T,ス

教上レ家､文勢連属､血脈貫通｡刊誤移干感応章之下　者誤　突｡)

/ステケヲ上ヲ

[剛開園此一節釈L止レ身揚レ名及上之孝.'伝之十一竜
也｡

ンう7ヒ

園捌(右孝経印誤之説如レ比｡其旨不穏当∴学者照レ圏図

ヘタルソカースソ.Iスヲヲ

千日､関門之内､具レ礼奏乎｡厳レ父厳レ兄､妻子臣妾猶自姓徒役｣也｡

レヲレリ

右第十五章へ今文剛去此章-｡大讃美)

ハテノトノーノノ

国,'些節EE,上章二可レ　肇而言伝之十二章

也｡厳父孝也｡厳兄弟也｡妻子臣安富也｡

ノントヒストノ

園捌(右孝経刊誤之-説如レ此｡乃艶レー非一朱子之書､而
ノリナレフブルノ

間門章有下切　於家　者_｡刊誤載レ之､復　興旧文-

ノタリトンノヘ/ノ

者､可レ謂得　也｡不レ教其家一両教　英国∴　可レ謂一7カルヲ之惇政一､玄宗幸レ臆之由在一レ此実平｡御本剛　去之-

ンフレり

者､可レ謂誤也｡今従刊誤･｡)

A･ハノ十ヲーノ7ノ

曽子日､若二夫慈愛恭敬安親揚名､参聞レ命実｡敢闘､従-



一　　　々　/ヤ　ノ　　ト　　　　　ノ　ク　　し　/ノ　｢トノY　　　　　　　　　　ソ_

父之命∴可レ謂レ孝平｡子日､是何言　与｡是何言争｡

レハヘ-千---

富者天子有　争臣七人∴離　無道一､不レ失其天下. ｡

レハトモヲ

諸侯有･争臣五人｢離　無道｣ ､不レ失-其国一｡大夫
レハト亡-リトヲレハフ

有　争臣三人一､離二無道一､不レ大典家｡土石一争

レしハフフレ

友一､則身不レ離於令名( ｡父有　争子､則身不レ陥　於
一　　　　　　　しトiTノ　　　一　　　　　　　　　　　　フ　ープ　　　/ハ′ル　ハ　　　　一

本義一｡改当ノー不義∴則子不レ可以弗レ争於父一｡

/ハアルヘレト=1へ

臣不レ可一以弗-レ　争一於君一｡故当′　不義一､則争レ之｡フ　　ノ　　　　ノミ一　　　　　ンノ　　/　　T(ル　ー従交之合一∴又焉得レ為レ孝乎｡

一ノ/ノト

右第十六章へ旧文講読争章-)

ハンナヤヲ｢スヲクルノ

国､此不レ解レ経､両肌発二義｡宜為伝之十三

章一｡

ンレヒソ→スノワ

園側(右孝経刊誤之説如レ比｡只是強為-癌伝之分子　　ノ　ノ　ピ　　　ノー一　夕　　/T　　　　　ヲ　　　　　　　　スト　　　7於此章及喪親章日､不レ解レ経､而別発一二義一

クキノ

有経文無伝文言有伝文一無　経文(之例､春二　　日ノ　　　　/　　　　　し　　ノ　　､　　/

秋ノ　○ ｡

之　抑‡故

一　　幸リ　　　　キ亡　　　イハ　　　　　　　　　　　　　　　レノーーーヵ　し/心乎愛美｡遽不レ謂突｡中心戯之｡何日忘芝｡

フノトノマ

右第十七草(旧文謂事若輩｡而在感応章之下一｡今ナヲン′スノノ以レ類柵属､移譲謡章芝下｣)

ハ　ス　　　スルノ　　　ルニー　　ノ　ロブ　　　　　ケル　ノ

国些節釈卜恵∵　於専一レ君之意-｡当為-伝之
｢一ブスル一/rハヒ

九章一｡囚圭早争臣∴而誤属　於此一耳｡進　思レ札ンコトプ丸,避ハ田,akントH n,亦左伝所レ翰士貞女叩｡
ド-ノンクしレ-ーノスルンソレ

然　於一文理無レ害｡引レ詩亦足下以発中明　移レ孝事レ一ワヒ一スソ君之憲子｡今並存レ之｡

ンノーースルソノ

閣閏へ右孝経刊嶺之説如レ此｡其所レ議､皆出手分　経ヲ伝一之誤士｡今更不孝弁･｡)

′一′り二√二ナリブニーアリ一ノ一

子日､昔著明王事レ父孝｡故事レ天明｡事レ母孝｡故事レ地

手Iンー7一トモ

察｡長幼順｡故上下治｡天地明察､神明彰英｡故艶一天

リブコトノルヲルヲ

子｢必有レ尊　也､言レ有レ父也｡必有レ先也､言レ有レ兄

伝有レ之｡然彼伝乃伝者之言､即為経芝伝- ｡此伝実

/テヶル｢トケン′スルニ

孔子之言､而為一経文一明突｡謹按､此章曽子規聞一慈愛恭敬安親揚名之節･了､而発｣此間｣ブ　　スル　　　ト　　ノバ　　ノ　ノヤ　　　　モ　　スルっトハ此為一伝文書､何意也｡荷為　　朱子刊誤一

7卜

可之信一｡)

未夕以
レ　　レ

無　光　辱　也
ノ　　アレ　メ　O

i　　　ラ　　　ン

田　　　ハ　　つた±プ
ノtiヽ--/　　レ　　ト7J<

不,=一先荊二

ンルルセーグリリリリ

四海､無レ所レ不レ通｡詩去､自レ西日レ東自レ高畠レ北､
-IIト　　ビ

メレノ　　ラ　　　レノ　　レ　　　ナ　　　　　　メ　　　ウ　　ムハ　　ヲ　　　リ一′

致レ　敬､不レ忘レ親也｡修レ身慎レ行､恐レ

ン丁リン一

也｡宗廟致レ敬､鬼神着実｡孝悌之至､通於神明一､
服｡

章
之

下

右第十八草(旧文語感応章∴而在車君章之上謙語
ノ　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　ノ　　　　　　　一

ノ　　八　　　　　　　一ノノ　　ヒ　　　　リ　/ト　7　　　　つ　/　　　　　　　ハント　テラ

千日､君子事レ上､進思レ尽レ　忠､退　思レ補レ　過'
ィ二Ii･夕方仁　　　　　　ケタン　スクノ　　　ブ　　　　　　　　　　　　ム　　一ク

将　　順　英美､匝　救其悪･ ｡故上下能柏親｡詩日､

ノ一

刊誤従レ古文､別布至徳革之下広場名草之
ノーノクルブスヲノ

上｡徳一刊諾意･為大義-者､移乏手車若草之下広

ノノ一ナスノテスノノ

場名車之上一､而為伝之十章一｡今謹考移事若草之

八三



ノノレノ/YイーヤーメセT･

下喪親章之上･｡未レ知其然　否｡識者更改移之｣｡)

ハスノ7ナ-タル

開国此一節釈夫子之孝一｡亦格言蔦｡当レ為-伝

之十章｣｡

/ノフスーハノ′

園剖(右孝経刊誤之説如レ此｡貝田釈　天子芝孝ノYンスニハン何也｡此章所レ言､蓋孝悌之至､則必幽通子神明言-一ハル一しノク明　光　子四海一｡其孝悌之至､徳功之応､如レ此感　干

スニハ十ス

天地神明､応-千四海人心･｡是政今文　為　感応章-｡ロ　　ケ　　ハ　　　　　　　7一　　ノ　　　　メ　ツ　　　羊ソ所レ引話者､言応之広且易･｡)

ノ

スルブンナヒク手亡ノイ＼ト-

子日､孝子之喪レ親､英不レ俵｡礼無レ容､言　　不レ文､

/ヤ　　ケトキ　ワ　　　　　/　　　　TJ Lトセ　キヲ　　　　カ7

服美不レ安､聞レ欒不レ楽､食レ　旨　不レ甘､此哀戚之

一-シナ　　　　/　　　　/テ　ラ　ノ　　デ　　フ　　点く-　ヲ　辛ズレ上土　ラ

情｡三日　而食､教卜民無一以レ死傷-レ生､毀　不_レ減レフ　　　レ　　　　ノ　　　　ナリ　　/　　　　　　　　　　　　｢　　　_'　　　　　　ルーIT　　り　　一ノ性｡此聖人之政｡喪不レ過レ三年､示　民有　レ　終｡為一カワブ7ソラ千ナノ7之植樹衣食面挙レ之､陳･典範箆一両哀戚芝一蹄踊英/′/ナナルヲ/ノノツンヲrカフ泣哀以送レ之｡ト貢宅兆･而安措之一､為之宗廟- ､以レフ　ク　　ブ　　　　　　　　　スルハ　ナ　　7　7　　ブ　　ルーー　ル　ハ　　　　/　　ルニ　レ-､鬼享レ之｡春秋祭祀　以レ時思レ之｡生　事　愛敬､死事　哀ス斗レリルノ｢--ンr(威､牛民之本尽英､死生之義備英｡孝子之事レ　規終実｡

右第十九章へ旧文謂一喪規章)

ノ/つヒフブ

刊誤去､伝之十四章､亦不レ解レ繕､而別発二義一｡其語七尤精約也｡

/+Iノノ

閣制へ右孝経刊誤之説如レ此｡考例詳一-干諌争事後.｡)

八四

-ルノ方ラヶハ､7

両開国､薫旧見下衡山胡侍郎論語説｡疑　孝絡孔レ薫
スト人　ノ　　　　　　　　　メ　タ　ク　　　　　一/ノ　　　　　ン　　ノー′　ル

非　経本文一｡初甚骸罵｡徐　面察レ之始悟､胡公之-ノケルコー　　　　　　ンフ　　　ノ　　　ir　　フ　/　　　ス　　ク　　レノミ　　　　　　′　ノ言為レ信､而孝経之可レ疑者､不但此-也｡因以レプス7カヘ/一書質　芝沙随程可久文言　程答書目､頃見　玉山汗端

イ亡へフクノノパツーノテ一レ

明　亦以為'此喜多山一後人停会･ ｡於レ是川知､前輩
ムコトフーンI一フト人フ

読レ　書精審､異論固己及レ此｡又羅臼幸卜有レ所-

ルー-プル..-ワノブテ+'ヒ

凶述一'両得トレ　免　　於整空妄言之罪｣也｡園欲来援トン　　　　ノ　　　　ト　キ　　ス　　　　　ノ　　　　ッ　　　ブ　　　　　一　　ソクノ　/ド取他書之言可レ発　此経之旨･着工　別為申　　外伝初｡-ケ一ノヤノ÷顧未レ敢耳｡淳煤丙午八月十二日記｡

/ソシ几ノ7ノル｢ト一｢

孔叢子亦偽董日､而多下用左氏語(者上｡但孝経相伝　已/ツグンニレノレ/久｡蓋田下於漢初左氏未　盛行　之時_ ｡不レ知　何世何
Iスr.トブヲノレ一トモノタ

人為｣レ之也｡孔叢子叙事香束漠∴然　其詞気甚卑近､

スノロノ.<レス

亦非-東漢人作- ｡所レ載　孔蔵兄弟往還書疏､正類　西

ノノノリカノ一

京雑記中偽造漢人文章-(西京雑記之膠､匡衛伝注中､

一ス/フタ/ノレ十几っトソ

顔氏己弁レ之｡可レ考)｡皆甚可レ笑｡所レ言不レ肯レ為

′ソルニーソ7

三公言等事､以レ前書考レ之､亦無英美∴　面通監皆誤ス7!ノーーフプ/ト7トモ信レ之｡其他此類不レ一｡欲作レ一書論レ之､両夫レ暇

クス-一

也｡姑記　於此二五｡

ノトンケハツ

園へ右両説孝経刊誤之言如レ比｡結締T､此書写出

レ一ノノノルワーケル一

後人停会｡此以下其有中孝縫之言兄　上左氏仏　者_＼!｢リ｢クン敏　之云　也｡後節日､孝経相伝己久｡蓋山下於漢初

タレ!子ストン

左氏未　盛行一之時_ ｡不レ知何世何人為レ　之也｡以



ケーノ/

此二説･見レ之､離レロ　後人停会一､末-確論-也｡若レ=Tノノラ/ノカrノノ是強謂　朱子刊誤∴但石　此二説一美平｡至　其余

ヶリレー一

各章葺後之弁｣､則似レ非一朱子之説.｡今以下四書六経トスルトノ‖1'ル生--フー上ノ所レ論与中孝経刊誤所-レ識見レ之､如玩味之与美玉｣｡

7t｣トズル一-/メ

是故於間諜之言､不レ能レ無レ　疑｡又按　孝経営しノプ一,ノLノーブーノク言　孝之理｣､申放言一孝之節及天下国家以レ孝治能

人ルっーヲ､フーノーヲ/

順和　､未言慎レ終追レ遠之義､首尾相応､血脈貫スレリタ-/ソirノ通｡一篇大義備実｡異体与一中庸相似｡可レ謂一無レ

リー一｣1+卜Tトルヲ

誤芝経-也｡不レ可∴妄為レ経為レ伝面錯重縁一也｡但ス　　ノ　､　　　　ノー一､　　　　　　　　ンー7-　　　　　　　r L　　　　ノ　十非下此書是謂申　孔子自署_　実｡今謹嬬刊誤可レ疑
ノブ/ノースフンTブつクプ

者､信一其当レ信者｡書レ之以仰君子之是正二去｡)

孝経刊誤考例終

万清武年

林鐘上旬

池田屋刊行

右孝経刊誤考例一冊附与門人津田元養生　霊蘭堂

(印)　(印)

八

五
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